
Shirayuri College Clinical Center For Developmental Disorders
白百合女子大学　発達臨床センター白百合女子大学　発達臨床センター

News Letter
vol.17
2026.10

News Letter 01

　私たちは今、大きな時代の転換点に立っています。人工知能（AI）
は、私たちの想像をはるかに超える速度で進化し、文章を書く、情
報を整理する、画像や音楽を創り出す、複雑な問題を解決するといっ
たことが、日常的に AI によって行われるようになりました。これ
からの社会において、AI を使わずに生活や仕事をすることは、次
第に難しくなっていくでしょう。もはや「AI を使うか、使わないか」
という選択ではなく、「AI とどのように生きていくか」を考える時
代になったと言えます。
　発達障害のある子どもたちや青年たちにとって、この変化は大き
な可能性をもたらします。発達障害の特性によって、従来の学校教
育や社会生活の中で困難を経験してきた人であっても、AI を活用
することで、その人に合った学び方やコミュニケーションの方法を
見つけられる可能性があります。文章をまとめることが苦手であれ
ば AI に整理を手伝ってもらうことができます。予定を立てること
が難しければ、AI に具体的な手順を示してもらうこともできます。
自分の考えを言葉にすることが苦手な人にとって、AI は思考を整
理し、他者に伝えるための「橋渡し役」にもなり得ます。
　大切なのは、AI を「人間に代わるもの」として捉えるのではなく、
一人ひとりの可能性を広げるための道具として積極的に活用するこ
とです。発達障害のある人が、自分の苦手な部分を AI によって補
いながら、自分の得意なことや興味のあることに力を注ぐことがで
きれば、それは大きな支援となるでしょう。AI によって「できない
ことをできるようにする」のではなく、「その人らしく生きるための
選択肢を増やす」。そこに AI 活用の大きな意味があると考えてい
ます。
　一方で、AI が発達し、人間にできることの多くを AI が担うよう
になるほど、私たちは改めて「人間にしかできないことは何か」と
いう問いに向き合うことになります。
　私は、その一つが「情緒的な関わり」であると考えています。
　子どもが不安なとき、誰かがそばにいてくれる。失敗して落ち込
んでいるとき、その気持ちを一緒に受け止めてくれる。言葉になら
ない思いを感じ取り、「あなたはあなたのままでいい」と伝えてく
れる。こうした経験は、単なる情報の提供や問題解決だけでは生ま
れません。人と人との関係の中で、相手の表情や声の調子、沈黙ま
でも含めて感じ取りながら、時間をかけて育まれていくものです。

　発達障害のある子どもへの支援においても、これは決して変わる
ことのない重要な部分でしょう。むしろ AI が高度化する時代だか
らこそ、人との関係を通して安心感を得ること、理解してもらえた
という体験を持つこと、誰かと喜びや悲しみを共有することの価値
は、これまで以上に大きくなるのではないでしょうか。
　AI は正しい答えを示すことができます。しかし、「この人と一緒
に考えたい」「この人に分かってほしい」「この人と喜びを分かち合
いたい」という人間の願いそのものを、AI だけで置き換えること
はできません。人は、情報だけによって成長するのではなく、誰か
との関係の中で、自分が大切にされていることを感じることによっ
て成長していきます。
　だからこそ、これからの発達支援では、AI と人間を対立させる
のではなく、それぞれの力を生かしていくことが重要です。AI には、
膨大な情報を扱い、個々のニーズに応じて学習や生活を支援する
力があります。一方、人間には、相手の心の動きを感じ、迷い、悩
み、ときには答えが見つからないまま相手とともに歩む力がありま
す。AI が得意なことは AI に任せ、人間にしかできないことを、私
たちはより大切にしていく。そのような役割分担が、これからの時
代には求められるのだと思います。
　発達臨床センターは、子どもたち一人ひとりの発達と成長を支え
る場です。そして同時に、子どもを取り巻くご家族や学校、地域社
会とともに、その子らしい生き方を考えていく場でもあります。AI
という新しい力を恐れるのではなく、可能性として受け入れ、積極
的に活用しながら、その一方で、人と人との出会いやつながり、共
感やぬくもりを大切にする。AI 時代の発達支援には、その両方が
必要です。
　AI がますます賢くなる時代に、私たち人間に残されるものは何
でしょうか。それは、もしかすると「誰かを思うこと」「誰かととも
に感じること」、そして「誰かとの関係の中で生きること」なのか
もしれません。
　白百合女子大学発達臨床センターは、これからも新しい技術を
柔軟に取り入れながら、同時に、人間の心と関係性の大切さを見失
うことなく、一人ひとりの子どもとご家族に寄り添う支援を大切に
してまいります。AI の時代だからこそ、私たちは「人であること」
の意味を、改めて問い続けていきたいと思います。

AI と発達障害 ―AI 時代に、人にしかできないこと―
木部　則雄
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はじめに

　子どもの気持ちや心の状態を、できるだけありのまま

に見る眼差しを持つことは、簡単なことではありません。

むしろ、実際の生活の中では、とても難しい場合が多い

のではないでしょうか。 

　そもそも、一人の人間が別の人間を、何の偏見も色付

けもなしに「ありのままに見る」ということ自体が、本

質的にとても困難なことです。ましてや、親自身が「ど

うしてうまくいかないのだろう」という子育ての苦悩の

真っただ中では、当然のことではないでしょうか。特に、

強い不安や罪悪感、怒りや無力感といった情緒に圧倒さ

れているときには、なおさらです。それらの苦しい情緒

を必死に押し殺して、何とかバランスを取ろうと張り詰

めているために、自然な眼差しを向ける余裕が持てない

ということもあるでしょう。 

　子どもへの想いがあるからこそ、その強い情緒によっ

て「子どもを見る眼差し」が曇ってしまうのかもしれま

せん。今回は、その背景にある親の心の世界の模様につ

いて、「親の中の子ども部分」と「親の中の親部分」と

いう視点から、なぜ「現実の子ども」の姿を見ることが

これほどまでに簡単ではないのかを考えてみたいと思い

ます。 

「子どもの気質」と「親の受け止め方」のあいだで

　ここで留意すべきことは、子育ての難しさは決して親

側の要因だけで決まるわけではない、ということです。

子どもにはそれぞれ生まれ持った「気質」があります。

感受性が豊かで刺激に敏感な子、激しく泣き続ける子、

こだわりが強い子、あるいは穏やかでマイペースな子な

ど、子どものあり様は実に多様です。「育てやすい子」

から「育てにくい子」までいるのは、まぎれもない客観

的な現実です。しかし同時に、その子どものあり様、特

に「育てにくさ」を親がどのように感じ、どのように受

け止めるかには、親自身の心の状態が大きく影響してき

ます。

　ある気質を「この子の個性であり、豊かさだ」と大ら

かに捉えられることもあれば、同じ行動が「自分を責め

立て、否定してくるもの」として感じられてしまうこと

もあります。子どもが持つ本来の育てにくさに直面した

とき、それをどう咀嚼するかという部分に、親自身の心

の中に潜む「子ども部分」や「親部分」が深く関わって

くるのです。 

親の心に潜む「二つの部分」

　では、子どもとの関わりに影響を及ぼしている親自身

の心の内実とはどのようなものでしょうか。それは、親

自身の育ちの歴史の中で形成されてきた、心の中の「子

ども部分」と「親部分」の性質です。 

1. 親の中の「子ども部分」

　親は誰しも、かつて「子ども」として生きてきた過

去を持っています。子育てという営みは、親自身の乳

幼児期の心性を再活性化させ、かつてやり残した課題

や葛藤を再び浮上さてしまうことがあります。 例えば、

心の中に以下のような「子ども部分」が眠っているこ

とがあります。 

 • ケアされず放置され、無力感を抱えてきた子 

 • 親に迷惑をかけないよう、迎合し続けてきた子 

 • 他者と比較し勝ることでしか承認を得られなかった子 

　わが子が激しく泣き叫んだり、親の思い通りになら

なかったりしたとき（それが子どもの生まれ持った気

質によるものであっても）、親の心の中の「傷ついた子

ども部分」が刺激され、「どうして私を困らせるの？」「私

だって我慢してきたのに」という未消化な怒りや悲し

みが、目の前の子どもに向けて噴き出してしまうのです。 

2. 親の中の「親部分」

　同時に、親の心の中には、自分がかつて育てられた

経験に基づく「内的な親のイメージ」も存在します。「あ

んな親のようにはなりたくない」と反面教師にしていた

としても、心に余裕がなくなると、気づけば自分の親

と全く同じような関わり方を子どもに再現してしまうこ

子どもに向ける「眼差し」
―ありのままの子どもを見ることの難しさをめぐって―

吉沢　伸一
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ともあるでしょう。 親の中の「親部分」には、例えば、

以下のような傾向が潜んでいる場合があります。 

 • 過度に支配的で侵入的な親 

 • 情緒不安定で、子どもにケアを求めてしまう脆弱な親 

 • 常に批判的で、絶対的な力を誇示する親 

　これらの「親部分」と「子ども部分」の強固な組み

合わせは、自身の育ちの中で形成された「内的な親子

関係」そのものです。親自身がかつて自分の親から「自

分の心に十分な関心を示してもらい、内省的に一緒に

考えてもらった経験」が希薄である場合、わが子をあ

りのままに受け止め、その心に関心を向けてじっくりと

捉えることが、どうしても難しくなってしまう状況があ

ります。 

日常生活のなかで「関心を向ける」ということの大切さ

　このように親の内的世界のメカニズムを見ていくと、

「すべての問題がない完璧な親」など存在しないという

ことに気づかされます。親もまた、これまでの人生の中

で生き残りをかけ、特有のものの見方やパーソナリティ

を発達させ、自己の脆弱さや傷つきを何とか保護して

生きてきた一人の人間だからです。 イギリスの精神分

析医ドナルド・ウィニコットが「ほどよい母親（good 

enough mother）」という視点を示したように、完璧な養

育などどこにもありません。 

　仕事や家事に追われる日々の生活のなかで、自分の心

も疲れ果ててしまっているときに、子どもの心を受け止

めることは本当に難しいことです。しかし、だからこそ、

時折でいいので立ち止まり、「子どものペースに合わせ

る」時間をほんの少しだけ持ってみることは大切になっ

てきます。大人の時間軸や都合で子どもを引っ張るのを

少しだけ緩め、子どもがいま何を感じ、その心の状態が

どのようになっているのかに、静かに関心を向けてみる。

その「関心を向けようとする姿勢」そのものが、子ども

にとっては「自分の心を受け止めてもらえている」とい

う体験となり、安心感へと繋がっていきます。そのよう

なやりとりは、親子の関係性の中でかみ合わずに生じて

きた体験のズレを修復していく可能性が含まれています。

共に育つ

　子育てとは、親が子どもを一方的に育てる営みではな

く、子どもと親が「一緒に育つ」プロセスであると言え

ます。もし今、お子さんとの関わりの中で様々な情緒が

刺激され、うまくいかないと感じるとしたら、子どもの

気持ちがわからないと感じるとしたら、そこには心の中

の「親部分」にとらわれ過ぎていたり、あるいは「子ど

も部分」が必死に悲鳴を上げていたりするのかもしれま

せん。子どもが育つ上ではケアされることが絶対的に必

要で、ケアするのは親の役割ですが、親自身もまたケア

される必要がある存在なのです。

　子ども特有の気質による育てにくさを受け止めつつ、

それによって影響されている「自分の子どもの見方」と

「現実の子ども」の違いを少しずつ区別していくこと。そ

して、日常生活のなかで「いま、この子はどんな世界を

生きているのだろう」と、その心の状態に関心を向け、

子どもの歩幅に寄り添おうと試みること。そのために親

自身もサポートされること。そのようなプロセスの積み

重ねを通じて、親の中の「子ども部分」や「親部分」も

また、子どもとの関係性のなかで少しずつ修復されてい

きます。子どもがその子らしく育っていく歩みに伴走し

ながら、親もまた、自分らしい「親」となるように育て

られていきます。

おわりに

　これまでのことはやや理想的に感じるかもしれませ

ん。実際には、乳幼児期に生じたボタンの掛け違いは、

子どもが思春期になってから別の形の問題として再び親

子で向き合うことになることも多くあります。今度は、

親の中の「思春期の部分」がテーマとなってきます。子

育てを通して親は、自らの育ちを心の中で幾度も歩み直

す必要性に迫られるのではないでしょうか。それゆえに、

親自身が子育てで生じる自分の気持ちを誰かと話し合う

ことは、とても重要なサポートになるのだと思います。
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　2026 年度より発達臨床センターの助教に着任いたしま
した、根本泰明と申します。大学院生の頃から足を運ん
でいたセンターに自身が常駐している、というのも不思
議な気分がしております。世の中が刻一刻と変化する落

ち着かない日々ではございますが、発達臨床センターへ
お越しになるお子さんとご家族が「来てよかった」と思っ
ていただけるよう、スタッフ一同引き続き取り組んでま
いります。	 （根本　泰明）
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　現代は SNS が生活の隅 に々まで浸透し、情報が濁流の
ように押し寄せてくる時代です。子どもたちにとっては生まれ
た時から既に “ あるもの ” で、スマートフォンやゲーム機を通
して常に誰かと繋がっている状態ともいえるでしょう。
　臨床の場面でお会いするお子さんのからも、SNS や
オンラインゲームのチャットなど、ネット上のやり取り
でトラブルが起きていたり、画面から目と手が離せなく
なっているという話がしばしば出てきます。友人やネッ
トで繋がっている人と言葉の行き違いから関係がこじれ
たり、深夜までデバイスを手放せなくなったり。親御さ
んが通信やアプリの制限をかけても、その網をかいくぐ
られ、より厳しく制限して…といたちごっこになってい
ることも少なくありません。ただ話を聞いていると、そ
こには見過ごされがちな特徴があるように思います。
　SNS やチャットでのやりとりは、相手がそこにいるよ
うに感じますが、実際に見えているのは画面であり、そ
の人の一部分にすぎません。声のトーンも、表情も、間
合いも伝わりません。“ 本当はどんな人なのか ”、“ そも
そも本当に 1 人なのか ” すらわかりません。これは相手
の「全体」ではなく、断片的な一面とだけやり取りをし
ている状態です。この部分性に気づかないまま、些細な
言葉に実際以上の意味を感じたり、相手の気持ちを見
誤ったりしてしまい、不安になってしまうこともあるで
しょう。しかし、この部分性や「本当は何に不安を抱い

ているのか」に気づかないままでは、いつまで経っても
不安になり続けてしまうため、結局画面を見続けてしま
うのかもしれません。トラブルの背景には、こうした構
造が潜んでいることもあるように感じます。
　これは他人の「発信」を眺める時も同じです。SNS を
開けばキラキラした暮らしぶりや、可愛い動物・赤ちゃ
んの動画がたくさん流れてきます。しかしそれも生活の
ごく一部を切り取ったものにすぎません。見えている部
分だけを鵜呑みにして自分と比べ落ち込むこともありま
すが、楽しみながらも「見えているのは一部分でしかな
い」という視点を持てるかどうかが、心に負荷をかけす
ぎないための鍵のように思います。
　とはいえ、こうした話を最初から子どもに伝えても、
なかなか届きません。大切なのは、まずその子がなぜそ
れほど SNS やゲームにのめりこんでいるのか、その背景
にある気持ちに目を向けることです。学校での居場所の
無さかもしれないし、誰かと繋がっていたいという切実
な思いかもしれません。のめり込むのにも理由があるは
ずです。そこに丁寧に耳を傾け、時には言葉にするのを
手伝いながら寄り添うことが必要なのだと思います。
　情報もつながりもあふれる時代だからこそ、ひとつひ
とつの関わりの感触を丁寧に確かめていくことの大切さ
を、日々の臨床の中で感じています。
	 （根本　泰明）


